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＜連絡事項＞
・「For秋冬号」表紙写真の募集をいたします。

【募集期間】

[10月15日（木）～11月9日（月）]
 　採用作品には、表面、20000円　裏面、5000円　賞金がでます。秋冬号にあった季節の写真をたくさんお待ちしています。なお、写真はデータで、広報委員会フォルダ→For→R2年For秋冬号写真という名前のフォルダに入れてください。その他、不明な点は広報・記録委員までお尋ね下さい。

広報・記録委員会
＜東病棟入院・入室状況＞
【転出】
・中村　真理子様～東Bユニット1号室⇒西Bユニット31号室

＜患者様連絡情報＞
・高橋　郁様～便秘時ピコスルファートナトリウム内用液10～15滴与薬のIFオーダー追加となり、同薬1本処方となる。
・浪打　忠一様～酸素5Lの指示について主治医へ報告し、10/21(水)迄継続となる。又、排便-8日目にて田名部Drへ報告し、ケンエーG浣腸60ml　1本処方・施行の指示頂き、施行している。
・川口　ヨネ様～便秘時ピコスルファートナトリウム内用液10～15滴与薬のIFオーダー追加となり、同薬1本処方となる。

・田沼　清子様～便秘時ピコスルファートナトリウム内用液10～15滴与薬のIFオーダー追加となり、同薬1本処方となる。又、八戸赤十字HPでのMRI検査について日程調整の為、次男様へ連絡しており、都合の良い日程を確認している。次男様より10/21又は10/22であれば付き添い可能との返答を頂き、終話。SWへ上記日程を伝えると共に、主治医へ記載して頂いていた八戸赤十字HPへのMRI検査の為の診療情報提供書を渡し、日程調整を依頼している。

・松森　英作様～今後治験予定の為、家族より連絡あれば、治験スタッフより説明を行う都合の良い日を確認しておき、SWへTELするようにとの事。本日は折り返しのTEL無し。
・遠嶋　剛様～妻様よりTELあり、10/23(金)予定としていた岡三沢診療所への他科受診は介護タクシーの予約の関係で10/21(水)へ変更となったとの連絡を受けている。当日の外出は9:30～12:30で申請を出している。本人来詰時には他科受診と外泊の申請についてどうなったかと確認あり、外泊は許可となっている事、上記他科受診の日時変更となった事を説明し了解されている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。開放中、他室への侵入見られ、他者より苦情あり、早めに開放観察終了している。室内では不潔行為や自傷行為は無く、落ち着いて過ごす。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。午前・午後1時間ずつの一時拘束解除を実施。血圧低値続いているが、意識レベルの低下や他バイタル異常は無く、対面時も穏やか。引き続きバイタルサインに注意しながら早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・四肢拘束中。8時～20時の拘束一時解除実施。8:00の拘束解除の対応が若干遅れた際に両上肢の拘束を勝手に外し、大声で叫び、不穏・興奮あり。再三説明にて了解し、落ち着く事は出来ている。レボトミンの拒否は継続している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・藪　真弓様～体幹・四肢拘束中。昨日準夜帯にて8時～20時の開放時間中に洗面所の鏡を割っており、介入に対し、不穏・興奮あり、当直医金Drへ報告し、レボトミン(25)1A筋注施行・開放時間中止し身体拘束開始の指示にてスタッフ5名で介入し再拘束実施している。しかし、再拘束開始後に自身のブラジャーの中に隠し持っていた鏡の破片で左手指を傷付ける自傷行為あり、再度金Dr報告にて本日より開放観察中止し、拘束中は整容等でも一切解除せず、介入するように指示受ける。本日は朝食後に昨日の自傷行為の件についてスタッフに謝罪しており、対面時も落ち着いているが、その後の本人の訴えにて、「実は今、お腹に子供がいるかもしれない」と言う。最終生理4/15でその後生理が無いと話す。3月から十和田在住の彼氏がいて同じ就業支援事業所で出会ったという。両親は、彼が障害者である事に交際を反対し、その件でも精神的に落ち着かなかったと話す。対話の内容を主治医に報告し、指示にて血性HCG採血し、朝食後薬内からテグレトール（カルバマゼピン）200㎎2錠除剤し、投薬している。頭痛の訴えにてカロナール(200)1T内服している。検査結果は0.2mIU/mlで陰性である為、抗てんかん薬の内服については予定通り行っていいとの事。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・島　龍太郎様～昼食後薬を与薬に行くと自分の描いた絵を見て欲しいという。アニメ画で女性の裸体などやや奇怪な画像を描いている様子あり。午後のゼロの会には職場の上司・同僚とのリモート面会後に拒否無く参加され、前いた個室からAユニットの個室へ移った経緯への不満等話す様子見られている。
・浪打　忠一様～体温37.0℃台前半の微熱・他バイタル異常・酸素飽和度低下無し。体動あるが、危険行動は無く経過。
・寺地　徳和様～昨日日勤帯で38.0℃台前半の発熱あるが、クーリングにて徐々に解熱し37.0℃台前半となっている。腹痛はあるが自制内で経過。他消化器症状は目立たない。食事も全量摂取出来ており、服薬もスムーズ。
・ラスムセン エイコ様～帰宅要求や不穏さは無く、他者交流も見られ、対面時も穏やかに返答されている。
＜田名部Dr診察情報＞
・島　龍太郎様～診察時、幻覚様の体験があった事や診断書作成の件、個室希望（18号室や西病棟）等訴える。薬の副作用によるものの可能性がある事、薬剤調整していく事、自殺意志が消失し、行動化しないという事を評価、判断できれば個室や病棟移動を検討していく事を説明受け、了解する。診断書はアルコール依存症で記載する方向。臨時薬はバレリン400㎎→600㎎へ増量、ベルソムラ15㎎追加となり、他同内容で7日分処方。右耳下腺部の径2.5ｃｍほどの皮下腫脹がみられる。圧痛もあるという。アモキシシリンカプセル750㎎が処方となっている。
・高橋　如来様～臨時薬同内容で7日分処方。
・小澤　和子様～臨時薬同内容で7日分処方。
・小泉　裕子様～臨時薬はノイロビタン配合錠1錠→3錠へ増量、他同内容で7日分処方。
・安達　貴浩様～定期薬はツムラ抑肝散エキス顆粒2P→3Pへ増量、他同内容で7日分処方。
・袴田　将志様～オランザピンOD 10㎎→5㎎・ブロナンセリン24mg→16㎎へ減量、インヴェガ6㎎が追加、他同内容で7日分処方。
・佐藤　セツ様～臨時薬同内容で7日分処方。
・長瀬　伸也様～本日措置解除となり、明日、家族、保健所との面談となる。保健所と面談について「個人情報じゃないですか」と拒否的となるが、病状等の確認である事を説明し、了解している。外出希望など聞かれるが、明日、母様との面談で確認していく事となる。臨時薬同内容で7日分処方。
・三浦　久司様～入院中の生活はどうしていけば良いのか、血液検査結果について、退院予定等質問している。検査結果については了解し、退院については、10月中、もしくは11月上旬を検討している事を伝え、施設と調整して行く事で了解している。デポ剤については、来週金曜日に実施予定としている。臨時薬はアリピプラゾールOD 12㎎→24㎎へ増量・オランザピンOD 10㎎→5㎎へ減量・他同内容で7日分処方。ロキソプロフェンNaも継続となっている。
・藤井　孝蔵様～定期薬処変無し。本日夕から常食へ食事形態変更。エンシュアリキッドHは食事の再開により止め。
・立花　圭様～西病棟への移動も検討していく事を説明受ける。拒否は無いが無言。定期薬処変無し。ユベラ軟膏1本処方。
・坂　きわ様～10/17退院予定にて施設へ再入所となる事を主治医より説明され、了解している。退院時処方22日分処方となる。血糖測定指示は継続。
・豊巻　みや様～入院してからも状態は変わらない、と本人は言う。1ヶ月程入院しながら経過を見ていく事で了解されている。臨時薬はイフェクサーカプセル37.5㎎→75㎎へ増量・他同内容で7日分処方。
＜皮膚科診察情報＞
・川口　ヨネ様～軽快1つあり、同前処置。
・岡村　トミ様～稍軽快、同前処置。内服薬は飲み切り止め。
・鈴木　徳美様～漸次軽快、同前処置。
・沖田　康夫様～特変無し、同前処置。
・木村　美智子様～特変無し、同前処置。
・水梨　孝純様～顔面著明に軽快。足底　特変無し、皮弁切除。同前処置。
・中村　真理子様～①左第4～5趾間　発赤、落屑
→足白癬　テルビナフィンクリーム塗布

②右耳介上部　発赤、びらん
→急性湿疹　デルモゾールDP軟膏塗布

RP①テルビナフィンクリーム　1本

②デルモゾールDP軟膏　1本

